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2021年３月期
2022年３月期

第1四半期
対前期末

増減額
主な増減要因

　流動資産 4,260 4,539 279

現金及び預金+307、商品及び製品+44、

原材料及び貯蔵品+21、

受取手形及び売掛金△125

　固定資産 6,409 6,435 26 繰延税金資産+20、建設仮勘定+19

資産合計 10,670 10,975 305  ―

　流動負債 2,530 2,786 256

短期借入金+289、コマーシャル・ペーパー

+200、返金負債+143、

未払費用△199、未払法人税等△142

　固定負債 1,546 1,550 4 社債+100、長期借入金△89

負債合計 4,076 4,337 261  ―

　株主資本 5,972 5,990 18 資本剰余金+17

　その他の包括利益

　累計額
241 288 46 為替換算調整勘定+53

　非支配株主持分 379 358 △20  ―

純資産合計 6,593 6,637 44  ―

負債純資産合計 10,670 10,975 305  ―

有利子負債 1,017 1,517 499
短期借入金+289、コマーシャル・ペーパー

+200、社債+100、長期借入金△89

自己資本比率 58.2% 57.2% △1.0pt  ―

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況
(単位：億円)
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2021年３月期

第1四半期

2022年３月期

第1四半期
対前年同期

増減額
主な増減要因

営業活動による

キャッシュ・フロー
119 42 △77

未払費用の減少△139、法人税等の支払額△99、

税金等調整前四半期純利益△31、

返金負債の増加+143、仕入債務の増加+46

投資活動による

キャッシュ・フロー
△184 △124 59

補助金の受取額+42、投資有価証券の取得による

支出+19、有形固定資産の取得による支出+7、

有形及び無形固定資産の売却による収入△6

財務活動による

キャッシュ・フロー
462 360 △101

コマーシャル・ペーパーの減少△300、

短期借入金の純増+189

現金及び現金同等物

の期末残高
760 681 △78  ―

フリー・

キャッシュ・フロー
△64 △82 △17  ―

②キャッシュ・フローの状況
(単位：億円)

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月18日の「2021年３月期決算短信」で公表いたしました2022年３月期の連結業績予想に

変更はありません。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの

支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を

認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

１．変動対価及び顧客に支払われる対価が含まれる取引に係る収益認識

　従来、売上原価並びに販売費及び一般管理費に計上しておりました売上リベート等の変動対価

及び顧客に支払われる対価について、売上高から控除して表示する方法に変更しております。

２．代理人取引に係る収益認識

　顧客への商品の提供における当社グループの役割が代理人取引に該当する取引については、従

来、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、第三者に支払う額を控除し

た純額で収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した

場合の累積的影響額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高

から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は42,990百万円、売上原価は19,944百万円、売

上総利益は23,046百万円、販売費及び一般管理費は23,284百万円それぞれ減少しました。なお、

営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益及び利益剰余金の当期首残高への影響は軽微で

あります。

　収益認識会計基準等を適用したため、当第１四半期連結会計期間より「返金負債」を独立掲記

しております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従

って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項

及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用

することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。
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